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　　This paper aims to summarize a basic idea about why and how we educate persons who  
are actively involved in the front lines of rural communities.  Japan is facing in an aging  
society with a declining birthrate and an imbalance in overpopulated cities and depopulated 
rural.  The imbalance harms an effective allocation among resources and accordingly decreases 
productivities in the sense as a whole including not only production technologies but also  
methods of consumptions.  The raising productivities are necessary to moderate the burden of  
the younger in the aging society with declining birthrate.  A person in rural can makes a 
better life than those in overcrowded cities.  For realizing this, he or she needs to get inher- 



























する生産と消費を統合したものを考える必要がある。例えば，一人で 1 日 1 台の自動車を組み立ててい 
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　 1 . 自分が暮らしている街なり村なりの景観が美しく親和的であること。
　 2 . 情愛をかよわすことができる仲間がいること。









　幸福のパラドックスを実証するものとしてよく使用されるのが図 1 である。図 1 は横軸に各国の 1 人
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　この図によれば，所得の低い人でも高い人と同程度あるいはそれ以上の幸福度を示している。所得が
上昇したからと言って，確実に幸福になるとは限らない。


























       図１ 幸福のパラドックス 
 


















 幸福のパラドックスを実証するものとしてよく使用されるのが図 1 である。図 1 は横軸
に各国の 1 人あたり実質 GDP（2008 年 ドル建て）をとり、縦軸に実質 GDP に対応する
国の主観的幸福度の平均値をとったものである。ここでの主観的幸福度は各個人に自己の
幸福度を 9 段階で自己評価してもらったものである。全く主観的な評価なので比較するの
は問題であるが、第 1 次接近としては一応意味のあるものと考えられる。5) 
この図によれば、所得の低い人でも高い人と同程度あるいはそれ以上の幸福度を示してい
る。所得が上昇したからと言って、確実に幸福になるとは限らない。 
図 2 は、日本における生活の満足度一人あたり実質 GDP を 1991 年基準に比較 たもの
である。生活の満足度は低下傾向にあるが、実質 GDP は 1.6 倍になっている。所得の上昇
が必ずしも幸福につながらないことを如実に示している。 
       図 2 日本における生活の満足度と実質 GDP の比較 
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　GDP は一国の経済力を測る代表的でもっとも重要な指標であるが，大きな欠点がある。第 1 に，
GDP は経済活動の成果をフロー面から測るもので，ある期間（ 1 年とか，四半期とか）の経済活動を
評価するが，過去の経済活動の成果であるストック面を含まない。一国の経済力はすくなくともフロー
面とストック面との両面から総合的に見る必要がある。スクラップ・アンド・ビルドを繰り返し，資源
を浪費すれば， GDP は増加するかもしれないが，良好な資産は残されず，生活の豊かさには繋がらな 
い。
　　ストックとフローの両面を考慮した総合的な生産性を重視し，人々の生活を豊かにする環境を保全




には GDP に含まれない8 ）。例えば自家栽培・自家消費の野菜などは含まれない。家庭料理も GDP に
含まれるのは材料費や燃料費のみであって，それにかけた手間は計算されない。シェフがレストランで
提供する料理の価格には彼の人件費が含まれるが，そのシェフが同じ料理を自宅でつくった場合，売買
されないので GDP に含まれるのは購入した材料や燃料だけである。家庭での手料理よりもインスタン 
ト食品やデパートの惣菜ですますほうが GDP は上昇する可能性がある。言わば「おふくろの味」がな
くなり「袋の味（レトルト）」になるほうが GDP は高くなる。総じて同じようなものが生産されてい
ても，自給自足的（do it yourself）的スタイルが流行れば GDP は下がる。幸福のパラドックスが生 
じる原因になる。






－ 33 －－ 32 －




きた。その結果，先進経済国では第 3 次産業が圧倒的なシェアを占めるようになる（表 2 を参照）。そ
のような意味で先進経済国では工業社会でなく，工業社会を越えたポスト（脱）工業が到来している。
　第 1 次産業は農林水産業10），第 2 次産業は製造業で，第 3 次産業は，第 1 次産業・第 2 次産業以外の




表 2 　各国の産業構造の変遷　就業者数の割合 （％）
国
1950年 2013年
第 1 次 第 2 次 第 3 次 第 1 次 第 2 次 第 3 次
日本 48.5 21.8 29.6 3.7 16.9 79.4
アメリカ 12.4 35.8 49.7 1.5 19.1 79.5
イギリス 5.1 47.5 47.0 1.1 10.4 88.5
ドイツ 23.2 42.2 32.4 1.4 19.6 79.0


















行く末を予見するには肥大した第 3 次産業の中身をもう少し詳しく見てみる必要がある。そのために第 
 3 次産業の業種の性質に基づいて細分類することが必要である。その考え方には色々あるが13），次のよ
うに，新しく第 3 次産業，第 4 次産業，第 5 次産業と 3 つに細分類するのが合理的のように思える。
　第 3 次産業　家事サービスにおよびこれに準ずるもの。レストラン，ホテル，理髪，美容，洗濯，工
芸品の修理・補修。
　第 4 次産業　分業を可能にし効果的にするもの。輸送, 商業, 金融，通信, 行政。
　第 5 次産業　人間の能力の洗練と強化に関するもの。医療, 教育, 研究, レクレーション, 芸術活動，
スポーツ，文化産業，文化関連産業。これと第 3 次産業との相違は，慣習的な方法で世話をする
ものとそうでないもの，常にイノベーティブなサービスとそうでないものとにある。例えば，学
生食堂・居酒屋などは第 3 次産業であるのに対して，高級レストランや料亭などは第 5 次産業の
範疇に入ると思われる。ビジネスホテルは第 3 次産業，高級リゾートホテルは第 5 次産業となる
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　図 3 では，縦軸に平均生産費 C，横軸に生産量 X を目盛り，大規模なプラント A と小規模なプラン
ト B の平均生産費曲線を描いている。生産量が XA のように大量であれば，小規模なプラント B はコ
スト競争に勝てない。しかし，生産量を XB に止めておけばコストの面で有利である。このような状況
をエレクトロニクスの技術革新が創りだしてきている。
　プラントの規模と平均生産費の関係が図 3 のようであれば，市場が XA の生産量を求めても，プラン


























           図３ プラントの規模と生産費 
 
 図３では、縦軸に平均生産費 C、横軸に生産量 X を目盛り、大規模なプラント A と小
規模なプラント B の平均生産費曲線を描いている。生産量が XAのように大量であれば、小
規模なプラント B はコスト競争に勝てない。しかし、生産量を XBに止めておけばコストの
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図 5 　ネットワーク型 （アメーバ型） 組織
12 
 













図４ ピ ド型組織 
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 1 ）詳しくは駄田井（2008, pp.323-344）を参照されたい。
 2 ）例えば, 中山間地では近くに高等学校もないところがある。子供を高校に通わすには親元をはなれ下宿や寮に 
入れなければならない。これは経費のかかることであり，過疎地でその経費を賄う収入があればよいが，ない
場合は両親も良い稼ぎの働き口をみつけに町へ出ていくことになる。






 8 ）政府の支出の内，例えば， 国防， 警察， などのサービスは市場で取引されないが帰属取引として GNP に含まれ
る。
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19） 金子・松岡・下近辺 等（1998, p.11）
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